
アンギャル氏がひも解く

ワインをもっと楽しく！
もっとおいしく！

の伝道師Wine Enjoyment

問い合わせ先：リーデル・ジャパン　http://www.riedel.co.jp/

『リーデル・オー・トゥー
ゴー』は事務所の近くにある
お店を借り切って打ち上げ
をする時など、ワイングラス
のない店でも手軽に持ち込
めるのがいいですね。ステム
がないのでかさばらず、出張
の時にもこのグラスがあれ
ば、どこでもワインを美味しく
楽しめます。 （小山）

　

リ
ー
デ
ル
家
9
代
目
当
主
、
ク
ラ
ウ
ス
・

リ
ー
デ
ル
氏
が
ブ
ド
ウ
品
種
の
個
性
に
合
わ

せ
た
形
状
の
異
な
る
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
を
次
々

と
開
発
、
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
と
味
わ
い
の
深
い

関
係
を
ひ
も
解
い
た
。例
え
ば
口
の
す
ぼ
ま
っ

た
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
用
の
グ
ラ
ス
で
飲
む
時
に

は
、
頭
を
後
方
に
傾
け
る
た
め
ワ
イ
ン
が
舌

の
先
へ
細
く
流
れ
込
み
、
果
実
味
が
強
調
さ

れ
る
の
に
対
し
て
、
カ
ベ
ル
ネ
・
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ

ヨ
ン
用
の
グ
ラ
ス
は
舌
の
上
全
体
に
ワ
イ
ン
が

ゆ
っ
く
り
と
広
が
り
、
渋
味
が
和
ら
げ
ら
れ

る
な
ど
の
違
い
を
応
用
。
ま
た
、
多
く
の
ワ

イ
ン
生
産
者
と
の
〝
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〞
を
繰

り
返
し
、
ワ
イ
ン
の
個
性
を
最
大
限
に
引
き

出
す
機
能
的
な
形
状
に
仕
上
げ
た
。

　
〈
ソ
ム
リ
エ 

シ
リ
ー
ズ
〉
は
、
昔
な
が
ら
の

製
法
で
、
熟
練
し
た
ガ
ラ
ス
職
人
に
よ
る
ハ

ン
ド
メ
イ
ド
で
作
ら
れ
る
。
職
人
た
ち
は
５

人
１
組
の
チ
ー
ム
と
な
り
、
液
体
状
に
溶
け

Wine Enjoymentとは？
Wine Enjoyment（ワインエンジョイメント）とは

ワインを楽しむために欠かせない、以下の四つの要素を指します

グ
ラ
ス
の
機
能
美
を
創
り
出
す

熟
練
の
職
人
技

その日の気候、気分、一緒にいるメンバーも
含め、ワインを飲む時の雰囲気

ワインにとって、ベストな温度、状態、
シチュエーションでワインをサービスすること

ワインの個性を最大限に引き出すために
適切な形状のグラスを使うこと

ワインと料理との関係を
より楽しく、クリエイティブに

アトモスフィア

サービス

グラスマッチング

フードマッチング

第 4回

れ
ぞ
れ
の
品
種
に
合
っ
た
ボ
ウ
ル
の
ふ
く
ら
み
、
口
の
す

ぼ
ま
り
加
減
で
作
ら
れ
て
い
る
の
で
、
品
種
に
合
わ
せ

た
グ
ラ
ス
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

小
山　

な
る
ほ
ど
。
こ
う
や
っ
て
試
飲
す
る
と
違
い
が

ハ
ッ
キ
リ
し
ま
す
ね
！ 

ア
ン
ギ
ャ
ル　

ソ
ム
リ
エ
シ
リ
ー
ズ
は
、
技
術
を
極
め
た

職
人
に
よ
る
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
で
す
。
そ
の
た
め
少
々
値
が

は
り
ま
す
が
…
…
。

小
山　

す
べ
て
手
作
り
で
、
精
緻
な
質
感
、
機
能
美
に

満
ち
た
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
、
職
人
の
想
い
が
グ
ラ
ス
を
通

し
て
伝
わ
っ
て
き
ま
す
ね
。
私
は
お
金
を
払
う
行
為
と

は
、
も
の
づ
く
り
に
携
わ
っ
た
人
た
ち
へ
送
る
感
動
と

賞
賛
の
〝
拍
手
〞
と
考
え
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
使
う
ほ

ど
に
愛
着
も
わ
き
ま
す
。
こ
の
グ
ラ
ス
の
価
格
も
職
人

へ
の
拍
手
、
決
し
て
高
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

ア
ン
ギ
ャ
ル　

素
敵
な
考
え
で
す
ね
。
拍
手
し
て
も
ら

え
る
よ
う
な
グ
ラ
ス
は
、
ワ
イ
ン
を
最
大
限
に
楽
し
む
た

め
に
大
切
な
道
具
で
あ
り
、
私
た
ち
の
考
え
る
「
ワ
イ

ン
エ
ン
ジ
ョ
イ
メ
ン
ト
」
の
重
要
な
要
素
を
担
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
品
種
に
合
わ
せ
た
適
切
な
グ
ラ
ス
で
、
ワ
イ

ン
の
楽
し
み
を
も
っ
と
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

対談を終えて、
アンギャル氏の一言

「お金を払うこと」＝「賞
賛の拍手」。小山さん
が紡ぎだす言葉には、
頭の中に明確な映像を
浮かび上がらせる強烈
なパワーを感じます。さ
すがは日本を代表する
クリエイターです！

グラスとワインの密なる関係を、日本で広める事に尽力した
人物として知られているウォルフガング・アンギャル氏が

毎回ゲストを迎え、Wine Enjoymentの世界をひも解きます。
第４回のゲストは、脚本家・放送作家であり

イベントや製品をプロデュースするなど多彩な才能を発揮する小山薫堂氏。
今回は、1973年に発売された〈ソムリエ シリーズ〉の
40周年を記念して「道具」としてのワイングラスをテーマに

具体的にテイスティングしながらそのデザイン性、機能性に迫ります。

text by 
Go FUKUSAKI

photographs by 
Koumei KADOWAKI

ウォルフガング・アンギャル氏
Wolfgang Angyal

1965年オーストリアのクフシュタイン生まれ。85
年大阪で開催された「技能五輪国際大会」のレ
ストランサービス部門オーストリア代表として参
加。金メダルを受賞する。日本の風土に惚れ込
み、移住を決意。オーストリアと日本をつなぐアイ
テムとしてリーデルグラスを選び、89年よりその
有用性を広める活動に専念する。2000年、リー
デル・ジャパン代表に就任

ゲスト：小山 薫堂氏
Kundo KOYAMA

放送作家、脚本家、大学在学中に放送作家として
の活動を開始。「カノッサの屈辱」「料理の鉄人」な
ど斬新な番組を数多く企画。08年公開の「おくりび
と」で映画脚本に携わり、第32回日本アカデミー賞
最優秀脚本賞等、受賞多数。このほか、観光庁観
光アドバイザー、下鴨茶寮主人など、活動分野は
多岐にわたる。また、10年には（一社）日本ソムリエ
協会 ソムリエ・ドヌール就任（名誉ソムリエ）

ア
ン
ギ
ャ
ル　

本
日
は
ワ
イ
ン
愛
好
家
で
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
小
山
さ
ん
に
、
グ
ラ
ス
の
形
状
が
ワ
イ
ン
の
味
わ
い
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
、
試
飲
し
て
確
認
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
山　

楽
し
み
で
す
ね
。「
リ
ー
デ
ル
」
の
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス

は
ブ
ド
ウ
品
種
に
対
応
し
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
開
発
の
き
っ
か
け
は
？

ア
ン
ギ
ャ
ル　
〈
ソ
ム
リ
エ  

シ
リ
ー
ズ
〉の
原
点
で
も
あ
る

『
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
・
グ
ラ
ン
・
ク
リ
ュ
』
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
グ
ラ
ス
は
１
９
５
８
年
に
作
ら
れ
、
ピ
エ
モ
ン
テ
や

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
で
絶
賛
さ
れ
た
後
、
ボ
ル
ド
ー
の
有

名
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
す
る
と
「
確
か

に
美
し
い
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
私
の
ワ
イ
ン
に
は

合
わ
な
い
よ
う
だ
」と
い
う
言
葉
を
「
シ
ャ
ト
ー
・
ム
ー

ト
ン
・
ロ
ー
ト
シ
ル
ト
」の
バ
ロ
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
氏
か
ら

い
た
だ
い
た
の
で
す
。
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
の
ワ
イ
ン
は
美

味
し
く
味
わ
え
る
の
に
、
カ
ベ
ル
ネ
・
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン

に
は
向
か
な
い
の
は
な
ぜ
か
？　

そ
こ
か
ら
グ
ラ
ス
の
形

状
と
ブ
ド
ウ
品
種
ご
と
の
味
わ
い
の
関
係
を
本
格
的
に

研
究
し
始
め
た
の
で
す
。

小
山　

バ
ロ
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
氏
の
手
紙
か
ら
「
品
種

に
合
わ
せ
て
グ
ラ
ス
を
選
ぶ
」
と
い
う
発
想
が
生
ま
れ
た

の
は
、
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
ね
。
機
能
性
を
大

切
に
す
る
リ
ー
デ
ル
の
姿
勢
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

道
具
と
し
て
の
機
能
と
役
割

ア
ン
ギ
ャ
ル　

ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
は
美
術
品
で
は
な
く
、
人

間
が
も
と
も
と
持
っ
て
い
る
〝
感
覚
〞
と
い
う
機
能
を

高
め
て
く
れ
る
「
道
具
」で
あ
り
、
ワ
イ
ン
の
楽
し
さ
を

さ
ら
に
大
き
く
し
て
く
れ
る
ア
ン
プ
の
よ
う
な
役
割
が

あ
り
ま
す
。
ワ
イ
ン
は
〝
五
感
〞を
使
っ
て
味
わ
う
も
の
、

そ
の
感
覚
を
よ
り
伝
え
て
く
れ
る
の
が
グ
ラ
ス
。
で
す

か
ら
、
ワ
イ
ン
に
マ
ッ
チ
す
る
グ
ラ
ス
を
選
ぶ
必
要
が
あ

る
と
、
リ
ー
デ
ル
で
は
考
え
て
い
ま
す
。

ア
ン
ギ
ャ
ル　

ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
の
ワ
イ
ン
を
用
意
し
ま

し
た
の
で
『
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
・
グ
ラ
ン
・
ク
リ
ュ
』と
『
ボ

ル
ド
ー
・
グ
ラ
ン
・
ク
リ
ュ
』、
形
状
の
異
な
る
二
つ
の

グ
ラ
ス
で
実
際
の
味
わ
い
を
比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

小
山　

同
じ
ワ
イ
ン
な
の
に
、
グ
ラ
ス
に
よ
っ
て
味
わ
い

の
印
象
が
全
く
違
い
ま
す
ね
！ 

ボ
ル
ド
ー
用
の
グ
ラ
ス

で
飲
む
と
、
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
の
酸
味
が
強
く
感
じ
ら

れ
ま
す
。
レ
モ
ン
汁
を
グ
ラ
ス
に
塗
っ
て
い
る
の
か
と
思

う
ほ
ど（
笑
）。
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
用
の
グ
ラ
ス
で
味
わ
え
ば
、

果
実
味
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
、
滑
ら
か
で
す
！

ア
ン
ギ
ャ
ル　

ワ
イ
ン
が
ど
の
よ
う
な
角
度
で
口
に
入
っ

て
、
ど
う
広
が
る
か
で
、
味
わ
い
の
印
象
が
変
わ
り
ま

す
。
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ 

グ
ラ
ス
は
、
舌
の
先
か
ら
そ
の
ま

ま
奥
へ
細
く
流
れ
ま
す
が
、
ボ
ル
ド
ー 

グ
ラ
ス
で
は
、

舌
の
上
全
体
に
ワ
イ
ン
が
ゆ
っ
く
り
と
広
が
り
ま
す
。

そ
の
違
い
が
味
わ
い
の
バ
ラ
ン
ス
を
変
え
る
の
で
す
。
そ

た
ガ
ラ
ス
か
ら
、
あ
う
ん
の
呼
吸
で
グ
ラ
ス

を
形
成
す
る
。
ボ
ウ
ル
、
ス
テ
ム
、
台
座
の
三

つ
の
パ
ー
ツ
を
手
際
よ
く
成
形
す
る
さ
ま
は
、

ま
さ
に
職
人
技
。
特
に
難
し
い
と
さ
れ
る
台

座
を
平
ら
に
し
て
結
合
す
る
高
度
な
技
術
は
、

何
年
も
の
修
行
を
重
ね
た
マ
イ
ス
タ
ー
な
ら

で
は
。
精
緻
で
あ
り
な
が
ら
自
然
な
曲
線
美

と
無
駄
の
な
い
機
能
美
を
紡
ぎ
出
す
職
人
の

手
に
よ
り
、〈
ソ
ム
リ
エ 

シ
リ
ー
ズ
〉
は
作
ら

れ
て
い
る
。

ゲスト：小山 薫堂氏

リーデルで

 My favorite

Riedel

ゲストの
選んだ一品

それぞれのグラスにワインを入れて傾けると
口の中でワインが広がる様子がわかります

ワインが舌の中央に
導かれる。タンニンが
強く、酸味の控えめな
赤ワイン向き

グ
ラ
ス
で
広
が
る
ワ
イ
ン
の
楽
し
み

ワインが舌の先に導か
れる。タンニン控えめ、
酸味が高めの赤ワイ
ンにベストマッチ

ステムとボウル部分をつな
げて形成する作業中の職
人チーム。

も
の
づ
く
り
に
携
わ
っ
た
人
へ
送
る〝
拍
手
〞
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